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教育理念 ・ 方法

2022年度
研究成果

2023年度
教育・研究目標

基本的に視覚伝達デザイン学科の教育理念に準じつつ、立場上学生に一番身近な研究室ス
タッフであるため、様々な不安を抱える学生のケアや、社会性の指導を行う。
【学部1年生担当として】ここまでの任期3年間で学生を担当してきたが、どんな学生でも
制作が困難になる時期はあった。困難なまま制作のリズムが取り戻せない学生は一様に、
生活能力の低さが目立った。当事者は、やる気や才能や技術を要因として語ることもあっ
たが、こちらとしてはそこに差異を感じることはない。生活のリズムを堅実に刻むことが
制作のリズムにつながり、ブレない制作（研究）（活動）につながると考える。学部1年生
には工房関係で直接指導をする機会もほとんどないため、制作"以前"の指導を主として、学
生と接していく。

【教育目標】
・学生の制作面／生活面／精神面等のケアや指導を行い、学習環境を整備する。
・教室再編、工房移転に伴う各業務を担当し、教育環境の充実と、より活用される工房運
営を目指す。

【研究目標】
・アダナプレス機を用いた活版印刷の実践。
・造本に特徴のある書籍（主に古本）の分析、再現制作を行い、学生の参考となるよう共
有。

学位

・アダナプレス機を用いた活版印刷の実践研究。オープンキャンパス等にて実物の配布。
・造本に特徴のある書籍の分析、再現制作。
・造本の実験。


	小坂

